
こ
と
こ
そ
「
医
療
の
原
点
」
で
あ
る
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

病
気
の
苦
し
み
は
、
誰
に
で
も
襲
い
か

か
り
ま
す
。
そ
の
苦
し
み
を
少
し
で
も
軽

減
し
、
回
復
で
き
る
よ
う
に
と
、
医
師
、歯

科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
救
命
隊
員
、

保
健
所
職
員
な
ど
、
多
く
の
医
療
従
事
者

が
、
日
夜
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

薬
剤
師
で
あ
る
私
も
、
そ
ん
な
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
、「
薬
」
の
力
を
信
じ
、何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

国産ワクチン・治療薬の「創薬力」を強化します

　

多
く
の
感
染
症
は
、
毎
年
流
行
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
、
身
近
な
医
療

機
関
で
、
手
軽
に
治
療
で
き
る
も
の
に
な

っ
た
と
、
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
長
寿
社
会
」
を
迎
え
た
わ
が

国
の
医
療
は
、「
生
活
習
慣
病
」
へ
と
シ
フ

ト
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
構
図
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
根
底
か
ら
覆
し
た
の
で
す
。

     

  　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
切
り
札
は
、
ワ
ク

チ
ン
で
す
。
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
を
克
服
す

る
全
く
新
し
い
薬
が
創
ら
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
「
創
薬
」
に
取
り
組
め
る
の
は

現
実
に
は
一
部
の
先
進
国
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
日
本
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

創
薬
国
の
一
つ
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年

の
先
進
的
な
バ
イ
オ
技
術
を
駆
使
し
た
高

分
子
化
合
物
、
抗
体
医
薬
品
の
開
発
で
は

低
迷
し
て
い
ま
す
。

　　

理
由
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
た
め
で
す
。

民
間
の
製
薬
会
社
が
先
端
技
術
を
駆
使
し
、

創
薬
に
取
り
組
む
に
は
、
膨
大
な
時
間
と

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
高
い

安
全
性
と
有
効
性
を
獲
得
で
き
た
と
し
て

も
、
商
品
化
し
、
利
潤
を
生
み
出
せ
る
と

い
う
保
証
は
な
い
の
が
現
状
な
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
高
齢
化
が

進
む
わ
が
国
を
直
撃
し
ま
し
た
。

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
言
わ
れ
、高

齢
者
が
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
充
実
し
た

日
々
を
謳
歌
す
る
真
っ
た
だ
中
に
襲
い
か

か
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
最
初
に
生
命
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
た
の
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

す
。
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
変
異
を
く
り
か

え
す
中
、 

感
染
力
は
拡
大
し
、
そ
の
危
機

は
全
世
代
へ
と
広
が
り
、
わ
が
国
の
社
会
、

経
済
、
医
療
ま
で
も
混
乱
へ
陥
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
不
治
の
病
い
と
し
て
恐
れ
ら

れ
た
「
感
染
症
」
で
す
が
、
ペ
ス
ト
に
し

て
も
、
結
核
に
し
て
も
、
衛
生
的
な
社
会

環
境
づ
く
り
と
、
先
進
的
な
「
創
薬
」
に

よ
っ
て
、
ほ
ぼ
根
絶
さ
れ
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
と
経
済
産
業
省
が
一
体
と

な
り
、
司
令
塔
機
能
を
設
置
、
企
業（
産
）、

大
学
・
研
究
機
関
（
学
）、
行
政
（
官
）
の

三
者
が
連
携
し
た
共
同
研
究
体
制
を
つ
く

り
、
国
の
感
染
防
止
の
戦
略
に
そ
っ
た
ワ

ク
チ
ン
、
治
療
薬
を
製
造
、
国
内
外
へ
流

通
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

先
端
的
な
医
薬
品
の
開
発
課
題
は
、
費

用
が
高
額
化
す
る
こ
と
で
す
。
海
外
で
は

経
済
格
差
が
「
生
命
の
問
題
」
と
な
る
こ

と
へ
の
懸
念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

  　

し
か
し
「
松
本
プ
ラ
ン
」
が
わ
が
国
で

有
効
性
を
発
揮
す
る
の
は
、
そ
の
背
景
に

世
界
で
も
類
を
見
な
い
、
わ
が
国
独
自
の

「
国
民
皆
保
険
制
度
」
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

お
金
の
あ
る
人
も
、
な
い
人
も
、
必
要

に
応
じ
て
、
適
切
で
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
制
度
の
最

大
の
特
徴
で
す
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
下
、
国
主
導
に
よ

る
先
端
的
技
術
を
駆
使
し
た
創
薬
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
国
民
の
誰
も
が
、
公
平
に
、

そ
し
て
安
価
に
、
最
先
端
の
薬
や
医
療
を

享
受
で
き
る
と
い
う
可
能
性
が
拓
け
て
く

る
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
!

頑
張
ろ
う
ニ
ッ
ポ
ン

薬
剤
師
と
し
て

感
染
症
の

苦
し
み
か
ら

国
民
の
生
命
を

守
り
ま
す

製薬会社のバイオ工場。「創薬」の現場を視察

救急医療の現場でのさまざまな症状に対し、
必要な薬剤を迅速に供給してきました。
（市夜間急病センターにて）

https://jun.or.jp
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染
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」の
遅
れ

「
創
薬
力
」の
遅
れ

 

日
本
が
誇
る

「
国
民
皆
保
険
制
度
」の
力

  

高
齢
化
社
会
を
直
撃
し
た

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

私
は
２
０
１
７
年
、「
日
本
創
薬
力
強
化

プ
ラ
ン
（
松
本
プ
ラ
ン
）」
を
国
に
提
言
し

予
算
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
医
薬
品
を
中
心
と
し
た
日
本
の

創
薬
産
業
を
世
界
と
競
争
で
き
る
水
準
に

高
め
る
た
め
の
政
策
で
す
。

　

私
は
政
治
家
に
な
る
前
、
一
人
の
薬
剤

師
と
し
て
、
桜
木
町
に
あ
る
横
浜
市
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
に
た
び
た
び
勤
務
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の
病
気
や
怪
我
で

苦
し
ま
れ
る
患
者
さ
ん
た
ち
と
出
会
い
、

お
一
人
お
ひ
と
り
の
苦
し
み
に
寄
り
添
う

　
「
コ
ロ
ナ
危
機
」
で
は
、海
外
の
ワ
ク
チ

ン
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
民
全
員
に
行
き
渡
る
十
分
な
供

給
量
と
安
全
性
を
、
海
外
に
依
存
す
る
こ

と
に
戸
惑
い
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
「
薬
」
は
、
国
民
の
命
を
守
る
「
安
全
保

障
」
で
す
。
誰
に
で
も
襲
い
か
か
る
病
気

の
苦
し
み
を
軽
減
し
、
回
復
を
実
現
す
る

「
創
薬
」は
、
国
の
仕
組
み
と
し
て
の
制
度

化
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
こ
と
が
、

政
治
の
本
質
な
ら
、
薬
剤
師
で
あ
り
、
政

治
家
で
あ
る
私
の
使
命
は
、
わ
が
国
の
創

薬
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

   （
裏
面
で
具
体
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
）

国
産
ワ
ク
チ
ン
・

治
療
薬
を
創
る
こ
と

誰
に
で
も
襲
い
か
か
る

病
気
の
苦
し
み



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
流
行
）
は
、
自
然
災

害
同
様
、
今
後
も
必
ず
発
生
し
ま
す
。

　

感
染
症
に
襲
わ
れ
て
も
重
症
者
を
発
生

さ
せ
な
い
準
備
が
平
時
よ
り
必
要
で
す
。

　

感
染
予
防
の
特
効
薬
は
、
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
特
に
国
産
ワ
ク
チ
ン
、治
療
薬
の「
創

薬
力
」
が
背
景
に
あ
れ
ば
、
国
民
の
安
心

感
は
違
っ
て
き
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
国
民
の
生
命
を
守
る
「
安

全
保
障
」
で
す
。
国
が
司
令
塔
と
な
り
産

・
学
・
官
共
同
に
よ
る
「
創
薬
力
」
の
実

現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

  　

ワ
ク
チ
ン
供
給
は
、
時
間
を
か
け
ず
、

一
気
に
す
べ
て
の
国
民
が
接
種
で
き
る
こ

と
が
理
想
で
す
。

　

国
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
自
治
体
が

担
い
ま
す
。
自
治
体
へ
の
ワ
ク
チ
ン
提
供

は
国
の
責
任
で
す
。
緊
急
時
に
こ
の
両
輪

が
し
っ
か
り
と
噛
み
合
う
「
い
の
ち
を
守

る
司
令
塔
」
を
強
化
し
ま
す
。

　

国
産
ワ
ク
チ
ン
製
造
を
速
や
か
に
行
う

た
め
、
原
材
料
の
海
外
依
存
を
見
直
し
、

国
内
で
の
自
給
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

　

令和３年（2021 年）10 月５日 ( 火曜日）

  

緊
急
時
で
も
安
心
し
て

  

治
療
で
き
る
医
療
体
制
を

  

構
築
し
ま
す

　

コ
ロ
ナ
禍
、
中
小
零
細
事
業
主
が
高
齢

に
な
る
に
つ
れ
、
事
業
の
継
続
を
あ
き
ら

め
る
事
態
が
急
増
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

後
継
者
が
い
な
い
た
め
会
社
を
畳
む
の

で
す
。
４
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
中
小

零
細
企
業
の
経
営
者
の
約
半
数
が
休
・
廃

業
し
、
６
５
０
万
人
の
雇
用
が
失
わ
れ
る

と
い
う
統
計
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
、
私
は
、「
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
円
滑
な
世
代
交
代
を
後
押
し
す

る
議
員
連
盟
」
の
会
長
と
し
て
、
当
時
の

安
倍
総
理
に
、
雇
用
維
持
を
前
提
と
し
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
会
社
の
引
き
継
ぎ
が
で
き
る

よ
う
、
相
続
税
の
軽
減
や
親
族
以
外
の
第

三
者
へ
の
事
業
承
継
が
で
き
る
制
度
へ
の

変
更
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

そ
の
か
い
も
あ
っ
て
、
翌
年
度
に
は
相

続
税
・
贈
与
税
の
支
払
い
を
１
０
０
%
猶

予
し
、
承
継
時
の
税
負
担
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
事
業
承
継
」「
事
業
再
構
築
」

を
強
力
に
支
援
し
、
街
の
経
済
を
元
気
に

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

横
浜
の
中
区
、
磯
子
区
、
金
沢
区
の
地

形
図
を
見
れ
ば
、
急
傾
斜
地
が
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
の
高
度

経
済
成
長
以
降
、
横
浜
の
街
は
大
き
く
発

展
、
急
速
な
人
口
集
中
に
よ
る
大
規
模
宅

地
開
発
が
進
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
急
傾
斜

地
の
至
る
と
こ
ろ
に
も
団
地
や
住
宅
地
の

密
集
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
防
災
大
臣
時
代
、
全
国
各
地
の
災

害
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活

か
し
、
災
害
が
頻
発
す
る
今
、
大
規
模
な

土
砂
災
害
を
回
避
す
る
安
全
点
検
と
事
前

の
災
害
防
止
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

2

コロナ対策
国
産
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬
の

開
発
力
を
強
化
し
ま
す

 

中
小
零
細
事
業
主
の

 

や
む
を
得
な
い

「
休
・
廃
業
」
を
阻
止
し
ま
す

地域経済

国
際
物
流
拠
点
、

横
浜
港
の
躍
進
を
応
援
し
ま
す

　

横
浜
経
済
の
30
％
を
支
え
る
の
が
、横
浜

港
関
連
事
業
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

情
報
が
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
さ
れ
た
と
言
っ

て
も
、
貿
易
は
コ
ン
テ
ナ
船
に
よ
る
海
上

輸
送
が
主
流
で
す
。

　

港
町
・
横
浜
が
国
際
的
な
物
流
拠
点
と

し
て
、
そ
の
存
在
感
を
示
す
こ
と
は
、
都

市
横
浜
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
も
繋

が
り
、
観
光
的
な
魅
力
も
拡
大
し
ま
す
。

横
浜
港
の
躍
進
を
支
援
し
ま
す
。

防 災
急
傾
斜
地
の
が
け
崩
れ
、

土
砂
崩
れ
被
害
を
防
ぎ
ま
す

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
者
は
症
状
に
よ
り
、「
重
症
者
」「
中

等
症
者
」「
軽
症
者
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

病
院
を
は
じ
め
、
そ
れ
を
補
完
す
る
ホ
テ

ル
や
行
政
施
設
、
自
宅
な
ど
で
の
療
養
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
欠
か
せ
な
い
の

は
「
医
師
の
目
」
で
す
。
病
院
以
外
で
も

医
師
や
看
護
師
の
常
駐
や
定
期
的
診
療
、

自
宅
へ
の
往
診
、
電
話
診
療
な
ど
を
充
実

さ
せ
、
症
状
の
急
変
を
絶
対
に
見
逃
さ
な

い
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

将来の安全と安心、普通の暮らしを
                   取り戻すために

「感染の恐れ」VS 「日常生活への回帰」

国
が
中
心
と
な
り
ワ
ク
チ
ン
の

安
定
供
給
体
制
を
つ
く
り
ま
す

　
「
助
け
ら
れ
る
は
ず
の
生
命
が
助
け
ら

れ
な
い
」
と
い
う
事
態
は
ゼ
ロ
に
し
な
け

働
く
人
た
ち
の
社
会
保
障
を
見
直
し
、

雇
用
の
不
安
定
を
解
消
し
ま
す

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
女
性
や
若
者
を
中
心
と

す
る
非
正
規
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
契
約
者
が
、
解
雇
や
失
業
な
ど
、

大
き
な
経
済
的
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

収
入
が
減
り
、
貯
金
を
取
り
崩
す
な
ど

生
活
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
で
、
子
育
て
や
介

護
に
追
わ
れ
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

雇
用
支
援
、
職
業
訓
練
、
ま
た
生
活
困

窮
者
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
女
性
や

若
者
の
社
会
的
居
場
所
を
確
保
し
ま
す
。

大
岡
川
「
分
水
路
」
の

老
朽
化
に
よ
る
水
害
リ
ス
ク
を

回
避
し
ま
す

　

１
９
６
１
年
、台
風
４
号
で
大
岡
川
が

氾
濫
、
数
千
戸
に
浸
水
被
害
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
整
備
さ
れ
た
大
岡
川

「
分
水
路
」、
完
成
か
ら
50
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
周
辺
は
、
ビ
ル
や
住
宅
が
増
え
、

交
通
網
も
張
り
巡
ら
さ
れ
た
機
能
的
な
都

会
で
す
。
老
朽
化
が
激
甚
化
す
る
災
害
に

耐
え
き
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
被
害
は
甚
大

で
す
。
河
川
の
氾
濫
を
事
前
に
防
ぐ
た
め

改
修
、
再
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
活
用
で

沿
岸
部
の
避
難
所
、

避
難
計
画
を
見
直
し
ま
す

　

近
年
、
気
候
の
変
動
は
激
し
く
、
気
象

災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
目
立
ち
ま
す
。

海
沿
い
に
面
し
た
中
区
、
磯
子
区
、
金
沢

区
の
防
災
設
備
の
点
検
、
再
整
備
と
共
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、
住
民
の
皆

様
の
避
難
所
、
避
難
計
画
の
見
直
し
ま
す
。

◉
昭
和
25
年  

４
月
11
日
、
横
浜
市
中
区
生
ま
れ

　
　
　
　
　  

野
毛
山
幼
稚
園
、本
町
小
、聖
光
学

　
　
　
　
　  

院
中・高
、東
京
薬
科
大
卒
、薬
剤
師

◉
昭
和
49
年  

エ
ス
エ
ス
製
薬
株
式
会
社
入
社

◉
昭
和
53
年  

有
限
会
社
松
本
薬
局
入
社(

休
職
中)

◉
平
成
1
年  

横
浜
市
立
本
町
小
学
校
P
T
A
会
長

　
　
　
　
　  （ 

横
浜
青
年
会
議
所
専
務
理
事
、

　
　
　
　
　  

野
毛
大
道
芸
実
行
委
員
長
、 中
区
薬

　
　
　
　
　  

剤
師
会
長
な
ど
街
づ
く
り
や
地
域
活

　
　
　
　
　  

動
に
取
り
組
む)

◉
平
成
2
年  

横
浜
市
会
議
員
中
区
補
欠
選
挙
初

　
　
　
　
　  

当
選(

〜
３
期)

◉
平
成
8
年  

第
41
回
衆
院
総
選
挙
初
当
選

　
　
　
　
　  (

〜
現
在
７
期
目)

◉
平
成
15
年  （
政
府
）総
務
大
臣
政
務
官

◉
平
成
18
年  

自
民
党
副
幹
事
長

◉
平
成
20
年   （
政
府
）内
閣
官
房
副
長
官

◉
平
成
24
年  （
衆
院)

厚
生
労
働
委
員
長

◉
平
成
25
年  

自
民
党
国
会
対
策
委
員
会
筆
頭
副

　
　
　
　
　  

委
員
長

◉
平
成
26
年  

自
民
党
政
務
調
査
会
長
代
理

◉
平
成
27
年  

自
民
党
筆
頭
副
幹
事
長

◉
平
成
28
年  （
政
府
）国
務
大
臣

　
　
　
　
　  

◆
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長 

　
　
　
　
　  

◆
領
土
問
題
担
当
大
臣 

　
　
　
　
　  

◆
国
土
強
靭
化
担
当
大
臣

　
　
　
　
　  

◆
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
　
　
　
　  《
防
災
》《
消
費
者
及
び
食
品
安
全
》

　
　
　
　
　  《
海
洋
政
策
》

◉
平
成
29
年   

自
民
党
国
会
対
策
委
員
長
代
理

　
　
　
　
　  （
衆
院)

国
家
基
本
政
策
委
員
会

　
　
　
　
　  

筆
頭
理
事

◉
令
和
3
年  

自
民
党
離
党

【
現
在
】

◉
令
和
３
年  

衆
議
院
議
員(

無
所
属)

　
　
　
　
　   （
衆
院)

国
家
基
本
政
策
委
員
会 

委
員

　
　
　
　
　   

東
京
薬
科
大
学
薬
学
部
客
員
教
授

松
本 

純  

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

事
務
所
の
ご
案
内

横
浜
市
磯
子
区
中
原
１
の
２
の
31

神
奈
川
県
塗
装
会
館
２
階

Tel.  045-752-9205
fax   045-752-9206

フ
ァ
ミ
リ
ー

  

レ
ス
ト
ラ
ン

さらに横浜の
安全・安心、
豊かさを求める
ために

暮らし・生業・
地元を守る　
これまでの
取り組み

基本政策インデックス

松本純のあゆみ
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